
春肥に適した被覆肥料を利用した施肥方法 
 

[要 約] 

春期の低温条件下でも溶出する被覆肥料∑を 1 月中旬に施用すると、2 月中旬頃から窒素

成分が溶出し、一番茶新芽に対する肥効が確保できることから、年間窒素施用量を煎茶で

76→60kg/10a、玉露・てん茶で 120→75kg/10a まで削減しても、品質、収量は維持、向上する。 
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[背景・ねらい］  

 収量、品質を現状維持しつつ茶園の施肥を適正化するために、被覆肥料を利用すること

が有効である。そこで、春期の低温条件下でも溶出し、一番茶新芽生育期に肥効が期待

できる被覆肥料を利用した施肥体系を確立する。  

[成果の内容・特徴]  

1. 春期に被覆肥料∑（2.5 ヶ月タイプ）を茶園土壌中に埋設し、その窒素溶出率と地温から反

応速度論による溶出パラメータを求めると、被覆肥料∑は他の被覆肥料（70 日タイプ）より

も活性化エネルギー（Ea1 、Ea2 )が小さく、溶出が地温の影響を受けにくい特徴がある（図

１）。  

2. 被覆肥料∑の溶出パラメータを反応速度論による溶出・無機化予測に組み込み溶出を予

測すると、春先の低温条件下でも溶出が認められ、一番茶に対する春肥としての肥効が

期待できる。また、施肥時期としては、根が動き出す 2 月中旬頃に窒素成分の溶出を確保

するために、1 月中旬が適正である（図２）。  

3. 表１のような施肥設計で実証試験を行うと、実証区の土壌中の無機態窒素量は、一番茶

新芽の生育、品質にとって重要な 2 月中旬以降急激に増加し、3 月には慣行区より多くな

る（図３）。また、実証区の生葉収量、製茶品質、全窒素含量及び遊離アミノ酸含量につい

ても、慣行区と同等かそれ以上で、窒素施用量を減らしたことによる収量、品質への影響

は認められず、むしろ向上する（表２）。  
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[成果の活用面・留意点]  

1. 被覆肥料を利用して年間窒素施用量を減らす場合、春先の低温条件下での肥効を確保す

るために、被覆肥料∑を春肥の被覆肥料として利用する。  

2. 被覆肥料∑を連用するとpHが低下する傾向があるので、夏肥、秋肥には他の被覆肥料を

用いる。  

[具体的ﾃﾞｰﾀ]  
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